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平成２９年度 学校評価 自己評価書
あま市立正則小学校

１ 総 括

(1) 教育目標（学校経営案より）

「夢をもち 未来を切り拓く －かしこく あたたかく たくましく－」

《めざす児童像》

かしこく …… よく見て よく聞いて よく考える子

あたたかく …… 思いやりのある素直な子

たくましく …… 体を鍛え ねばり強く取り組む子

児童のすぐれた個性を伸ばし、知・徳・体の調和のとれた人間形成を図るとともに、

公共の精神を尊び、自他の敬愛と協力により創造的で活力に満ちた社会の発展に尽く

す態度を養う。

(2) 本年度の重点努力目標

ア 学習指導の充実

・ 算数に少人数指導やＴＴ指導を取り入れて、個に応じた指導の充実を図る。

・ 生きる力や確かな学力を身に付けさせるために、コミュニケーション能力の

育成や言語活動の充実を図る。

・ ユニバーサルデザインの授業を工夫する。

・ 対話的な学びを通した問題解決的な学習や体験的な学習の充実を図る。

・ 家庭教育の手引きを作成し、家庭での学習習慣の確立を図る。

イ 豊かな心の醸成

・ 毎日のあいさつを大切にする。

・ 異年齢集団活動(すこやか活動)を教育活動に取り入れる。

・ 自己肯定感を高めるために、コミュニケーションスキルやソーシャルスキルを

利用した指導を充実させるとともに、内面に根ざした道徳の指導に努める。

・ 歌声の響く学校にする。

ウ たくましい心身の育成

・ 体育授業の改善や休み時間の外遊びを通して、体力の向上に努める。

・ 食育指導や保健指導、保健集会などを通して、健康的な生活づくりに努める。

２ 自己評価の実施体制

(1) 調査時期 平成２９年１２月

(2) 調査項目 別紙アンケート質問紙参照

(3) 調査対象 有効回答者数／対象者数

・ 児童 ２８６名／ 全２８７名

・ 保護者 ２６７名／ 全２８７名

・ 教職員 ２０名／ 全 ２０名

合 計 ５７３名／ 全５９４名

３ 調査結果

別紙 資料「学校評価のまとめ」・アンケート結果参照

４ 考 察

(1) 学習面

教職員のアンケートでは、全体的にポイントが上がっている。特に、教科化を前にし
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た道徳の授業への取り組みを見直す動きや今年度初めて取り組んだ合唱発表会に向けた

合唱指導に重点が置かれ始めたことが分かる。

また、設問「児童一人一人を大切にした授業の展開」は特に高く、教職員が学習指導に

高い意識をもって取り組んだことが分かる。学力をつけるために必要な「家庭での学習習慣の

定着」や「プロジェクトＭＡＳＡＮＯＲＩ」への取り組みを含めた「キャリア教育」等、児童とその環

境を見据えた学習指導が行われている。

児童のアンケートでは、「話をきちんと聞く」「チャイムがなったら席に着く」といっ

た学習規律への意識の高まりが特に顕著であった。この学習規律の高まりが保護者アン

ケートでの設問Ａ「学習に向かう態度が身についている」に反映されているものと推測

される。

一方、教員の取り組み意識が高まっているにもかかわらず、設問「進んで自分の考え

を発表する」や設問「家で毎日同じような時間に勉強する」では、大きな落ち込みを示

している。子どもの判断ではあるが、保護者アンケート設問Ｂ「家庭で決まった時間に

勉強をしている」のポイントに変化がないことからも、今後もこの点に留意して指導に

当たる必要がある。

(2) 生活面

教職員アンケートでは多くの設問で昨年度よりもわずかに増え、平均ポイントが３.

５以上（満点＝４ポイント）を示し、教職員の生徒指導への高い意識を示している。唯

一、「生活目標の達成に向けた指導」では、昨年度よりも減った。生活目標の設定から

その運営を含めて見直していく必要がある。

児童のアンケートでは、その教職員の意識を反映するかのように、多くの設問で教職

員以上の平均ポイントを示し、児童と教職員の指導がかみ合っている様子がうかがえる。

ただし、設問サ「学校で休み時間に本をよく読みます」では、昨年度よりも大きくポイ

ントが減った。一方、保護者アンケート設問Ｈ「子どもは家で読書をよくする。」では、

上昇傾向が見られた。

設問サに「休み時間に」という文言があることから、休み時間の過ごさせ方を見直す

必要があると考えられる。また、家庭では上昇傾向なのに学校生活では減少傾向が見ら

れる点については、教職員が本に触れさせる時間を意図的に確保していかないと、様々

な取り組みが行われる学校生活の中で読書習慣の大切さが忘れられていく心配がうかが

える。

５ 成果と課題
(1) 一昨年度から、「学び合いを通して問題解決していく児童の育成」をテーマとして

算数の現職教育に取り組んできた。また、どの授業の中でも話し合い活動を意識的に

取り入れ、ペア学習やグループ学習を取り入れてきた。考えたり発表したりする場を

個から小集団、小集団から学級全体へと順を追って設定して、「自ら考える場」から

「学び合いの場」へ発表しやすい流れをつくるように取り組んできた。

しかし、児童アンケート「進んで自分の考えを発表しています」では、前回平均を

０.３ポイント下回った。ただ、児童アンケート「先生や友達の話をきちんと聞いて

います」では、前回平均を０.５４ポイント上回ることができ、児童の意識を高める

ことはできていると考えている。

今後も、発表すること、その発表を聞き合うことの大切さを教師ばかりでなく児童

にも意識させ、発表してよかったと思える状況を作り出すことにより、自己肯定感を

高めていけるように努めていく。

(2) いじめ問題や学校不適応問題への対処として、年２回の児童へのアンケート調査

に加えて、学級担任との面談時間を設けている。このことが、教師にとっては児童の

心情理解につながり、また児童にとっては学校生活上の安心につながっている。
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(3) 基礎学力をつけるために、火曜～木曜にスキルタイムを設けたり、少人数指導や

Ｔ・Ｔ指導を導入したりしたところ、漢字の読み書きや計算等で成果があった。

一方、文章構成を考えたり事実や感想・意見を書いたりする表現力や必要な情報を

集めながら読み取る力、四則混合計算の正確さや数量の関係を式に表したり数量を表

やグラフで表したりして説明し考察する力を伸ばすことが課題である。

(4) 体力づくりは、以前から本校の大きな課題であり、２５分の休み時間を設けて外

遊びを奨励したり、学年を縦割りにした「すこやか班」の活動を通して縄跳び大会等

を企画し取り組んできたが、今のところ成果にはつながっていない。

しかし、５年生男子・６年生女子が体格面で全国平均を上回っている点があり、そ

れが体力テストの結果に影響していることが推測される。

今後も、好き嫌いのない食べ方や運動習慣、睡眠等、適切な生活習慣の大切さを各

家庭に呼びかけ、体力の増進を図っていきたい。

(5) 学校評議員からは、「落ち着いた態度で生活できている」「授業公開への親の出席

が多く、熱心で関心も高い」「地域と密接につながり、地域で育てる形を継続してほ

しい」「福島正則の研究・調査（プロジェクトＭＡＳＡＮＯＲＩ）を今後も継続して

ほしい」とのお話をいただきました。

６ 改善策

(1) 学習面

・ 学習規律に関する高い意識を教師も児童も継続できるように、日々の取り組みを進

める。

・ よりわかりやすい授業を行うために、授業のユニバーサルデザイン化を図る。

・ 児童の表現する機会や発信する機会を増やすために、ノートに自分の考えを書いて

説明する活動やペア学習、グループ学習を重視する。

・ 発言を認め合う中で達成感や自己肯定感を感じさせるように、授業を構成する。ま

た、より学習内容を定着させるために、振り返りの時間を意図的に確保する。

・ 道徳授業や外国語活動について研修を行い、自信をもって指導できるように努める。

・ 配布した家庭学習の手引きを活用し、家庭学習の習慣化を意識して課題を出すよう

に心がける。

・ 学校の図書室の利用機会を意図的に設定する。

(2) 生活面

・ 体育の授業で意識的に児童の体力強化に努める。また、児童会活動やすこやか班な

ど、学校生活の中で継続的に体を動かす習慣づくりをする。

・ 食育指導や心の健康教育、健康相談等を通して、心身ともに健康的な生活づくりを

支援していく。

・ 年２回行っている教育相談（児童・担任で行う二者懇談）の他にも、相談の機会を

随時設けていく。特定の児童については、教師が意図的に居場所づくりをし、注意し

て見守り、関係職員で常に状況を伝え合う。

・ 児童のコミュニケーションスキルを高めるために、道徳や学級活動でソーシャルス

キルトレーニングを今後も継続して行う。

(3) その他

・ ２期制の実施に伴い、学校行事の精選や実施時期についての見直しを図る。

・ 外国語活動の時間数増加や道徳の教科化等、現職教育や特色ある学校づくり事業等、

今後の教育の変化について教職員間の共通理解を図る。

・ 備品の整理整頓を心がけ、施設設備の充実や大規模改修について、長期的な展望を

もつ。


